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１ はじめに

マイコプラズマは、主に肺炎中耳炎、乳房炎などの原因菌として知られ、マイコプラズ

マ ボビス、ボビライニス、ボビジェニタリウ

ム、ディスパー等により発症する。マイコプ

ラズマ性中耳炎は子牛に斜頚、耳介下垂及び

食欲不振を惹き起こす事がわかっている。治

療にはマクロライド系、フルオロキノロン系、

アミノグリコシド系等が用いられているが、

耐性菌の出現が問題となっており、薬剤の適

正使用が必要とされている。このたび、中部

管内1肥育農家で、斜頚症状を呈する子牛から

マイコプラズマを分離し、薬剤感受性試験を

実施したので報告する。

２ 発生概要

農場は飼養規模300頭規模の肥育農家で農家

から生後数日から2週齢の子牛を導入、肥育販

売している。平成25年10月18日斜頚、耳介下

垂、元気食欲減退の症状を呈する子牛が散発

されるとの稟告を受けた。治療はチルミコシ

ンを使用していた。

３ 採材

症状を呈する子牛10頭の鼻腔スワブを採材

し、一般細菌検査及び、マイコプラズマ検査

を実施した。マイコプラズマはPCRで同定した。

４ 菌分離

10頭中5頭の鼻腔スワブからパスツレラマル

トシダ、7頭の鼻腔スワブからマイコプラズマ

を検出した。さらにマイコプラズマはPCRによ

り7頭はマイコプラズマボビライニス、2頭は

ボビスであることがわかった。このことから

斜頚の原因はマイコプラズマによるものと考え、マイコプラズマの薬剤感受性試験を実施



した。

５ 薬剤感受性試験

マイコプラズマ ボビス2株、マイコプラズマ

ボビライニス5株、さらに過去に分離された株

それぞれ、11株及び3株を使用して微量液体希

釈法で実施した。検査にはタイロシン、チルミ

コシン、オキシテトラサイクリン、カナマイシ

ン、チアンフェニコール、エンロフロキサシン、

マルボシル、オルビフロキサシンの８薬剤を使

用した。

7 結果

マイコプラズマ ボビライニスのMICはチア

ンフェニコール及びテトラサイクリン一部の

株でチルミコシンがやや高い傾向があった。

平成19年度、主にカナマイシンが耐性化傾

向である一方、タイロシン、チルミコシンはM

ICが低い傾向があった。このことからタイロ

シン、チルミコシンの耐性化、カナマイシン

のMICの低下傾向があることがわかった。

マイコプラズマ ボビスのMICはチアンフェ

ニコールで高く、フルオロキノロンで低い傾向

があった。平成15年から平成20年にかけてタイ

ロシンなどのマクロライド系、チアンフェニコ

ール、及びオキシテトラサイクリンでMICが高

く、フルオロキノロンでは低い傾向があった。

50％発育阻止濃度で比較すると、平成15年から

平成20年にかけて分離されたマイコプラズマ

ボビスのMICとは、全体的の大きな変動はなか

った。マイコプラズマ ボビライニスについて

は、カナマイシンで以前耐性化傾向であったが、

このたび分離された菌については、MICが低い傾向があった。また、チアンフェニコール

及びテトラサイクリンがMICがやや高く、フルオロキノロンでは低い傾向があった。

８ まとめ

斜頚症状を呈する子牛の鼻腔スワブからマイコプラズマ ボビライニス及びマイコプラ

ズマ ボビスを分離した。このことから、マイコプラズマによる中耳炎を疑い薬剤感受性



試験を実施したところ、チルミコシンは一部の株で耐性化傾向である一方、フルオロキノ

ロン及びカナマイシンはMICが低い傾向があった。 チルミコシンは、以前から農場で使

用している事から、その関連性について調べる為、過去の分離株と比較をした結果、マイ

コプラズマ ボビスについては特に傾向は見られず、マイコプラズマ ボビライニスで、や

や耐性化傾向が見られた。一方、カナマイシンについては、以前の株で耐性化傾向が見ら

れ、このたびの株では感受性傾向が見られた。このことから、カナマイシンが農場であま

り使用されなかった事との関連性が示唆された。

疾病対策には適切な飼養管理が必要であるが、発生した際は早期発見早期治療とともに

適切な薬剤選択が必要と思われた。




